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－澱粉由来のアスファルト改質剤－

成果の特徴
• 澱粉由来の天然糖1,5-アンヒドログルシトール（AG）に炭素鎖を導入したオイル

ゲル化剤C-AGは、アスファルト（StA）と容易に混合物（StA/C-AG）を作り、
アスファルトの粘弾性状を向上させます。

成果の内容

成果の活用
環境やエネルギーにより配慮したアスファルト改質剤としてご利用いただけます。
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(1)130 ℃で加熱 (2)軽く混ぜる (3)室温放置

0.1

1

10

100

1000

0 20 40 60 80 100 120 140 160

背景：道路舗装で骨材の接着に使われるアスファ
ルトは、夏期の高温下（60 ℃）で軟らかくなるた
め、路面にわだちが発生し、道路の補修が必要に
なります。このため、高温下でのアスファルト粘
弾性状の向上が課題となっています。

混合物の製造方法：C-AGは低温で容易にStAと混合物をつくります。

動的粘弾性：StA(■)、StA/C-AG(●)、およびSBS改質アスファルト(▲)の温度依存性
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StA/C-AGの特徴

60 ℃付近まで低い流動性を保つ
80 ℃～で粘性が低下

耐流動性と加工性を両立
混練、道路施工時の低温下が可能
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